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Fig．6　．（b）Relation　between　loading　position
　　　　　（No，3，8，13）　and　y－ordinate　calcu－
　　　　　lated　by　eq．（3）．
　Fig．6（a）（検定点Nα6～10）および（b）（検定点Nα3，
8，13）は50㎏負荷時の検定点のx座標およびy座標
を縦軸に，（3＞式で求めた値を横軸に表わしたもので，
実験点は破線で示された理論線によく合致して，正し
い座標を示している．
　一方，「断面の核」から遠くはずれた検定点（Nα1，
5，11，15）では，最高13㎜の誤差が生じたが，この
ような場所は通常の歩行で踏むことはないので，ねん
転力の計算にはあまり影響がないものと考えられる．
4．大型踏力計による歩行線図
　前報告9）と同様の計測機器で歩行データを収録し，本
論文で述べた検定結果から補正をしてX－Yプロッタ
ーに出力した一例がFig．7である．（a）図は垂直力，（b）
図はねん転力（時計まわりを正方向とする），（c）図は実
線が前後力で破線が左右力である．縦軸は工学単位系
で，横軸は一目盛が0．1秒である．また，これらの線図
で0．57秒から0．7秒および1．16秒から1．28秒の区間は
両脚立脚期で，両脚の合力が現われている．このよう
に大型踏力計は，片足だけの歩行解析ができないのが
欠点であるが，何らかの方法で左右脚に分離すること
ができれば，1歩ずつの解析も可能である．これは今
後の研究課題である．
　（d）図は（3）式による計算値をプロットしたもので，各
点の間隔は5msecである．この図から着力点の重心の
移動状況を観察することができる．
5．結　　論
　歩行解析のための大型踏面計の使用が注目されつつ
あるが，この霊力計の信頼性を調査し，必要な補正と
正しい踏力を得るために，厳密な検定を行なった．ま
た，ねん転力の正しい計算ができるように補正値を求
めた．
　その結果，垂直力に関しては各ロードセルの測定値，
したがってその合計値とも直線性があり，検定荷重の
位置による測定値誤差も少ない．前後力および左右力
についても同様に直線性が得られた．さらに，天板中
心のモーメントも直線1生があり，最大3％の補正をす
ることで正確な値が得られた．また，着力点の座標に
ついては，「断面の核」の外では最大13㎜程度の誤差が
生じるが，通常の歩行で必要な場所では，誤差は小さ
いことがわかった．
　これらの結果から，ねん転力を求めるのに必要な3
分力，モーメントおよび着力点の座標は，ヒトの歩行
におけるバラツキを考慮すれば，十分信頼し得る値に
補正することができたので，実際の歩行を測定し，ね
ん転力を計算することができ，歩行力線図を描くこと
ができた．
　また，x－y線図から，馬力計のヒトの歩行の軌跡を
直読することができ，歩容の解析，リハビリなど広範
囲な利用が可能である．
　このように，大型踏力計には，今後いろいろな利用
方法があると考えられ，そのために今後の研究が期待
される．
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